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昭

和

五

十

六

年

三

月

ま
す
。

教

育

長

新

里

盈

地
域
開
発
に
伴
な
う
交
通
網
の
整
備
は
、
現
代
社
会
の
進
歩
発
展
か
ら
生
ず
る
必
然
的
な
要
請
で
あ
り
、
県
内
に
お
い
て
も
日
々
近
代
的
な
道
路
の
建
設
が
各
所
で
行
わ
れ
、
私
達
の

し
か
し
そ
の
反
面
、
本
県
歴
史
を
知
る
上
に
き
わ
め
て
重
要
な
意
味
を
も
つ
道
、
河
川
な
ど
の
交
通
路
に
残
る
並
木
道
・
道
標
・
一
里
塚
な
ど
の
交
通
遺
跡
が
次
第
に
そ
の
姿
を
消
し

て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
現
状
を
菫
視
し
、
本
県
で
は
昭
和
五
十
三
年
度
か
ら
国
庫
補
助
を
受
け
「
歴
史
の
道
」
を
調
査
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

本
報
告
書
は
、
本
年
度
に
調
査
し
ま
し
た
五
街
道
の
う
ち
、
奥
州
道
中
福
岡
宿
か
ら
南
西
に
進
み
、
安
比
川
沿
い
に
浄
法
寺
を
経
て
鹿
角
街
道
へ
の
合
流
点
（
安
代
町
荒
屋
曲
田
）
ま

で
、
他
方
福
岡
宿
か
ら
北
東
に
進
み
、
猿
越
峠
、
観
音
林
を
経
て
八
戸
藩
領
の
三
戸
郡
に
い
た
る
岩
手
県
分
の
道
「
浄
法
寺
・
八
戸
街
道
」
に
つ
い
て
、
街
道
の
現
状
と
文
化
財
の
保
存

状
況
な
ど
、

そ
の
周
囲
の
環
境
を
含
め
て
総
合
的
に
調
査
し
、

そ
の
成
果
を
集
成
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

本
書
が
、
今
後
の
交
通
関
係
遺
跡
の
保
護
及
び
歴
史
の
道
研
究
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
調
査
に
御
協
力
い
た
だ
だ
き
ま
し
た
調
査
員
各
位
並
び
に
関
係
市
町
村
教
育
委
員
会
を
は
じ
め
、
諸
資
料
を
提
供
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
対
し
、
哀
心
よ
り
惑
謝
申
し
上
げ

生
活
は
一
段
と
便
利
に
な
り
多
大
の
恩
恵
を
受
け
て
お
り
ま
す
。 序

岩

手

県

教

育

委

員

会



補

助

員

専

門

調

査

員

専

門

調

査

員

主
任
専
門
調
査
員

二
、
本
調
査
の
調
査
員
・
補
助
員
は
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

（イ） ⑦
道
及
び
こ
れ
に
沿
う
地
域
に
残
る
遺
跡
の
分
布
状
況
と
保
存
の
実
態
。

A,ブ／
 

(— J 一
、
本
書
は
歴
史
の
道
「
浄
法
寺
・
八
戸
街
道
」
に
関
す
る
報
告
書
て
あ
る
c

二
、
本
調
査
は
主
と
し
て
次
に
あ
げ
る
も
の
を
収
集
し
、
調
査
を
実
施
し
た
。

収
集
し
た
も
の

古
文
書
、
地
誌
類
、
紀
行
文
、
古
絵
図
類
や
明
治
時
代
の
実
測
図
な
ど
。

調
査
し
た
事
項

高

橋

哲

郎

地
区
調
査
員
（
浄
法
寺
町
）
田

地
区
調
査
員
（
二
戸
市
）
田

地
区
調
査
員
（
軽
米
町
）
永

四
、
調
査
の
方
法
は
、
地
区
調
査
員
が
調
査
カ
ー
ド
を
作
成
し
、
調
査
カ
ー
ド
に
も
と
づ
き
専
門
調
査
員
が
確
認
調
査
を
行
な
っ
た
。

五
、
本
書
ぱ
、
主
任
専
門
調
査
員
草
間
俊
一
が
執
筆
し
、
文
化
課
が
編
集
に
あ
た
っ
た
。

吉
例

井

勝

栄

軽

米

町

文

化

財

調

査

員

中

庄
口

方

田

義

昭

盛

岡

市

教

委

文

化

財

専

門

員

細

井
草

間

俊

江
戸
時
代
の
国
界
・
藩
界
及
び
郡
名
。

言

計

岩
手
大
学
文
部
技
官

二
戸
市
文
化
財
調
査
員

岩
手
県
文
化
財
保
護
指
導
員

岩
手
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学
教
授

岩
手
大
学
教
授
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と
こ
ろ
は
省
略
し
た
。

が
、
本
年
地
区
調
在
員
は
．． 

戸
市
と
浄
法
寺
町
だ
け
で
、
安
代
町
を
依
頼
し
て
い
な
か
っ
た
の

で
、
安
代
町
分
は
浄
法
寺
町
の
田
口
委
員
に
案
内
を
お
願
し
て
、
現
地
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
点

杓
干
不
仙
の
と
こ
ろ
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
し
、
安
代
町
の
現
地
調
査
の
貧
料
が
な
い
の
で
そ
の

：
戸
市
は
田
中
庄
―
委
員
、
浄
法
寺
町
は
田
口
方
―
―
―
委
員
の
調
査
報
告
書
に
基
づ
い
て
、
九
月

五
日
、
六

U
の
両

H
行
い
、

の
で
あ
る
。

な
お
、
肉
州
街
道
か
ら
分
れ
て
浄
払
午
に
行
く
の
に
、
金
田
一
か
ら
長
瀬
橋
を
渡
ら
ず
に
、
馬

福
岡
か
ら
曲
田
ま
で
で
、

市
巡
検
使
有

1

一
旅
亭
―
」
と
云
わ
れ
て
、

―
つ
の
中
心
地
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
か
「
浄
法
寺
道
」

，
伽
岡
よ
り
石
切
所
ー
似
鳥
ー
安
比
ー
沢
ロ
ー
漆
沢
ー
松
岡
ー
岩
渕
ー
浄
法
寺
ー
駒
ヶ
嶺
ー
大
清

水
ー
岩
厨
ー
浅
沢
ー
五
日
市
を
経
て
曲
田
で
盛
岡
か
ら
滝
沢
村
ー
西
根
町
ー
安
代
町
を
経
て
鹿
角

に
行
く
鹿
角
街
道
（
昭
和
五
十
四
年
疫
調
査
）
と
合
す
る
道
筋
は
旧
い
五
万
分
ノ
一
の
地
図
に
は

「
鹿
角
街
道
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
幅
岡
よ
り
鹿
角
へ
行
く
街
道
で
あ
っ
た
。
藩
政
時
代
こ

の
街
道
沿
い
の
前
に
あ
げ
た
村
落
は
す
べ
て
福
岡
代
官
所
支
配
下
の
村
落
で
あ
っ
て
、
代
官
所
の

あ
る
伽
岡
と
各
村
洛
と
を
結
ぶ
主
要
道
路
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
各
村
落
か
ら
は
福
岡
街
道

と
云
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
『
邦
内
郷
村
志
』
な
ど
に
よ
る
と
、
こ
の
街
道
の
中
程
に
あ

る
浄
仏
炉
は
、
中
世
こ
の
地
方
の
領
主
浄
法
寺
氏
の
居
城
で
あ
っ
た
の
で
、
藩
政
時
代
に
は
「
坊

の
品
述
が
各
所
に
見
ら
れ
る
。
ま
た
『
北
奥
路
程
記
』
に
も
「
浄
法
寺
街
道
」

る
の
で
、
浄
法
汗
街
道
と
名
付
け
る
こ
と
に
し
た
。

の
表
現
が
見
ら
れ

こ
の
問
：
戸
市
、
浄
法
寺
町
、
安
代
町
の
一
市
二
町
に
一
旦
っ
て
い
る

な
お
補
足
と
し
て
、
卜
月
―
―
-
+
―
日
調
杏
を
行
っ
て
、
執
喰
し
た
も

第
一
章

ま
え
が
き

浄

法

寺

街

道

渕
川
の
西
岸
の
米
沢
を
通
っ
て
、
石
切
所
に
出
て
行
く
道
も
あ
り
、
こ
の
道
を
来
る
と
、

の
大
村
に
道
標
が
一
某
あ
る
。
記
年
は
な
い
が
、
江
戸
時
代
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
道
筋
に
つ
い

る
道
が
あ
り
、
菅
江
真
澄
は
こ
の
道
を
浄
法
寺
の
方
か
ら
、
天
台
寺
を
参
詣
し
て
、

(
『
菅
江
真
澄
全
集
第
一
巻
』
）
）

そ
の
ほ
か
天
台
寺
よ
り
小
繋
に
出
る
道
も
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
省
略
し
た
。

第
二
章

街
道
の
現
状

橋
渡
り
石
切
所
村
…
」
と
あ
り
、
在
府
小
路
か
ら
五
日
町
に
曲
る
角
で
、

行
く
の
が
浄
法
寺
街
道
で
あ
る
。
五
日
町
は
現
国
道
と
重
っ
て
い
る
が
、
浄
法
寺
街
道
は
国
道
四

号
線
の
南
裏
側
の
住
宅
地
の
と
こ
ろ
を
通
っ
て
い
る
。
こ
の
道
も
一
部
舗
装
さ
れ
て
い
る
が
、

道
の
名
残
が
あ
る
。

横
切
っ
て
、
：
戸
警
察
署
の
南
側
を
通
っ
て
、
馬
渕
川
の
岸
に
出
た
。
路
程
記
に
は
土
橋
と
あ
る

が
、
国
道
か
ら
馬
渕
川
岸
に
出
る
短
い
道
を
俗
に
舟
場
道
と
呼
ん
で
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
江
戸
時

代
の
中
頃
ま
で
舟
渡
し
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
対
岸
の
石
切
所
の
河
岸
に
橋
脚
の
跡
が
あ

る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
馬
渕
川
の
水
愉
と
河
巾
を
考
え
る
と
橋
の
作
ら
れ
た
の
は
幕
末
の
こ

と
で
あ
ろ
う
。

石
切
所
村
に
渡
っ
て
、

い
る
。

戸

市

二
戸
郡
の
合
同
庁
舎
の
東
裏
側
を
通
っ
た
と
こ
ろ
で
、
西
に
曲
り
、
国
道
を

西
に
少
し
行
く
と
、

（
「
け
ふ
の
せ
は
の
の
」

五
日
町
と
反
対
の
南
に旧

八
幡
社
と
長
福
寺
が
並
ん
で
い
る
。
そ
の
前
を
通

『
北
奥
路
程
記
』
に
「
福
岡
五
日
町
よ
り
西
亙
打
道
あ
り
、

妥
は
浄
法
寺
街
道
に
て
馬
渕
川
土

｀
 

ま
た
、
浄
法
寺
へ
の
道
に
は

一
戸
か
ら
御
山
の
桂
清
水
（
天
台
寺
）

て
田
中
調
査
員
の
調
査
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
が
省
略
し
た
。

石
切
所

へ
行
っ
て
、
岡
本
に
出

二
戸
に
出
て

6
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立
っ
て
い
る
。

る
南
に
曲
る
道
を
通
り
、
現
在
の
福
岡
駅
前
の
通
り
を
横
切
っ
て
南
に
進
む
。
こ
の
旧
道
は
現
在

の
県
道
福
岡
ー
安
代
線
の
東
側
に
当
り
、
石
切
所
小
学
校
へ
の
道
の
少
し
東
側
に
あ
っ
た
ら
し
い

が
、
石
切
所
小
学
校
へ
の
道
路
の
開
通
に
よ
っ
て
、

い
る
が
、
小
学
校
を
通
り
す
ぎ
た
附
近
で
、

旧
道
は
住
宅
地
と
な
っ
て
い
る
。
大
体
は
石

切
所
小
学
校
道
路
に
近
い
と
考
え
て
差
支
え
な
い
。
そ
の
道
は
石
切
所
小
学
校
の
西
側
に
の
び
て

西
に
曲
っ
て
、
県
道
福
岡
ー
安
代
線
に
出
る
。
そ
の

西
に
曲
る
と
こ
ろ
が
分
れ
と
な
っ
て
お
り
、
道
標
が
立
っ
て
い
る
。

県
道
に
出
た
旧
道
は
、
現
在
の
県
追
と
重
っ
て
、
大
渕
の
名
水
の
と
こ
ろ
ま
で
行
く
、

山
に
は
男
岩
、
女
岩
な
ど
が
つ
立
っ
て
い
る
景
勝
の
地
で
あ
る
。
従
っ
て
、

そ
こ
で
、

旧
道
は
県
道
を
そ
れ
て
山
際
の
道
を
行
き
、
上
里
へ
の
分
れ
道
付
近
で
、
県
道
へ
出
る
。
そ
こ
か

ら
似
鳥
の
部
落
に
出
る
ま
で
は
、
北
側
の
山
の
断
崖
が
馬
渕
川
に
迫
っ
て
い
る
陰
路
で
、
北
側
の

旧
道
は
馬
渕
川
沿
い

に
狭
い
道
が
通
じ
て
い
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
現
在
の
県
道
は
岩
壁
を
削
っ
て
通
し
て
お
り
、

旧
道
は
そ
の
下
に
か
く
れ
て
し
ま
っ
た
。
殊
に
似
鳥
部
落
に
出
る
手
前
に
「
岩
く
ぐ
り
」
と
云
わ
れ

た
難
所
も
あ
っ
た
が
、
今
日
で
は
岩
壁
が
大
ぎ
く
削
り
と
ら
れ
て
い
て
、
昔
の
名
残
は
な
い
。
似

烏
部
落
に
入
る
と
八
幡
社
と
鳳
林
寺
が
あ
り
、
鳳
林
寺
に
は
古
碑
な
ど
も
あ
る
。

似
鳥
部
落
を
過
ぎ
て
、
県
道
は
似
鳥
橋
で
安
比
川
を
渡
り
、
加
沢
ー
大
簗
乎
へ
と
進
む
が
、

道
は
安
比
川
を
渡
ら
ず
、
川
沿
い
に
北
上
し
、
更
に
山
の
裾
を
通
る
道
を
安
比
上
野
に
出
た
。
こ

の
道
は
舗
装
も
さ
れ
ず
旧
道
の
名
残
を
と
ど
め
て
い
る
。
上
野
出
る
と
、
足
沢
ー
安
比
上
野
か
ら

大
簗
平
、

ま
た
は
砂
子
前
か
ら
福
田
へ
と
県
道
福
岡
ー
安
代
に
通
ず
る
道
路
の
大
巾
な
改
修
が
行

な
わ
れ
て
い
て
、

旧
道
は
完
全
に
そ
の
姿
を
な
く
し
て
い
る
。
途
中
に
一
部
旧
道
が
そ
の
ま
ま
残

っ
て
、
農
道
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
安
比
上
野
平
の
大
簗
と
福
岡
へ
の
分
れ
に
道
標
が

道
標
の
と
こ
ろ
か
ら
砂
子
前
の
円
通
庵
の
あ
る
丘
陵
を
越
え
る
が
、
そ
の
一
部
に
旧
道
が
残
っ

て
い
る
が
、
道
は
大
巾
に
改
修
さ
れ
て
い
る
。
改
修
さ
れ
た
道
路
は
砂
子
前
か
ら
東
に
曲
っ
て
県

道
に
出
る
が
旧
道
は
山
裾
に
民
家
の
点
在
す
る
前
の
道
路
を
安
比
平
ー
小
原
木
ー
沢
口
を
経
て
、

五
万
分
ノ
一
地
形
図
に
川
原
と
あ
る
石
渕
に
来
る
。
そ
こ
で
、

左
ハ
山
道
」
と
あ
る
。

「
右
ハ
浄
法
寺
桂
泉
水

旧

丘
陵
が
張
り
出
し
て
安
比
川
は
大

き
く
屈
曲
し
て
い
る
の
で
、
山
越
え
を
し
て
浄
法
寺
の
漆
沢
に
出
る
。
そ
の
山
に
か
か
る
手
前
に

7
 



る
。
浄
仏
か
館
に
は
神
明
社
を
は
じ
め
、
稲
荷
神
社
な
ど
が
あ
る
。

出
る
と
い
う
よ
う
に

コ
字
形
に
道
が
通
じ
て
い
た
。
再
び
県
道
に
出
る
附
近
も
若
干
変
っ
て
い

下
前
田
で
県
道
と
菫
っ
た
旧
道
は
、

i
O
 0
m
ほ
ど
で
、
ま
た
住
宅
地
と
な
っ
て
い
る
川
沿
い

此
処
巡
検
使
道
。
父
桂
清
水
道
也
」
と
あ
る
。

蔵
が
立
っ
て
い
る
。
岡
本
か
ら
天
台
年
へ
行
く
道
が
あ
り

『
邦
内
郷
村
志
』
に
「
岡
本
八
軒
、

道
は
安
比
川
を
渡
ら
ず
通
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。

飛
び
下
り
て
日
殺
し
た
と
こ
ろ
と
伝
え
て
い
る
。

人
こ
ろ
が
し
」

浄

法

寺

町

山
み
ち

左
浄
法
年
」

左
桂
清
水
」
と
あ
る
。

迫
標
が
二
つ
と
、
享
和
元
年
（
／
八

0
-

）

「
右
山
み
ち

「盗

の
寒
｀
念
仏
供
養
塔
が
立
っ
て
い
る
。
道
標
に
は
「
右

二
戸
市
と
浄
払
寺
町
の
境
の
山
道
は
現
在
通
る
人
も
な
く
、
藪
と
な
っ
て
い
る
が
、
精
細
に
し

ら
べ
る
と
道
の
あ
と
残
っ
て
い
る
。
山
を
降
り
て
、
安
比
川
と
丘
陵
と
の
問
を
通
っ
て
い
る
平
坦

山
が
安
比
川
に
迫
っ
て
い
る
の

な
近
を
進
む
と
、
八
紺
子
の
採
石
場
の
あ
る
丘
陵
の
と
こ
ろ
で
、

で
、
山
越
え
し
て
鎌
倉
橋
の
た
も
と
に
お
り
た
。
こ
の
山
は
安
比
川
に
臨
む
断
崖
を
な
し
、

の
地
名
さ
え
残
っ
て
い
る
。
明
治
の
は
じ
め
、
密
銭
を
行
っ
た
犯
人
が
こ
こ
か
ら

こ
の
鎌
倉
橋
ま
で
、
似
凡
橋
か
ら
、
現
在
の
県
道
に
は
安
比
川
を
渡
る
橋
が
六
つ
あ
る
が
、

旧

鎌
倉
橋
の
附
近
に
お
り
た
旧
道
は
、
県
道
と
若
干
ず
れ
て
い
る
。
橋
の
と
こ
ろ
か
ら
、
県
道
と

安
比
川
の
間
の
畑
ま
た
は
宅
地
と
な
っ
て
い
る
川
沿
い
を
八

0
0
m
ほ
ど
行
く
、
次
に
県
道
よ
り

山
際
を
通
っ
て
漆
沢
部
洛
に
出
る
。
漆
沢
部
洛
の
は
ず
れ
で
、
宮
沢
•
松
岡
に
向
う
山
裾
の
道
を

通
っ
て
、
下
前
田
で
県
道
に
出
る
。
こ
の
間
の
道
は
県
道
に
出
る
附
近
で
、
宅
地
と
な
っ
て
旧
道

は
不
明
と
な
っ
て
い
る
が
、
大
部
分
は
現
在
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。
松
岡
の
道
路
わ
き
に
は
六
地

を
通
っ
て
浄
仏
寺
の
町
中
に
出
た
。
町
中
の
道
は
旧
道
と
県
道
は
重
な
っ
て
い
る
。
、
町
の
中
央

に
あ
る
浄
仏
寺
館
の
う
ち
八
幡
館
の
と
こ
ろ
で
、
現
在
の
よ
う
に
真
直
ぐ
館
の
南
側
を
通
ら
ず
、

館
の
手
前
で
北
に
曲
り
、
大
館
と
の
間
の
道
を
登
っ
て
福
蔵
寺
の
門
前
を
通
っ
て
、
再
び
県
道
に

浄
仏
卜
J

町
の
南
は
ず
れ
に
、
滝
見
橋
で
安
比
川
を
渡
っ
て
、
安
比
川
の
南
岸
を
旧
道
は
通
っ
て

い
た
の
は
、
現
県
道
と

M
じ
で
あ
る
。
滝
見
柄
は
現
在
の
橋
よ
り
少
し
上
流
に
あ
っ
た
。
旧
道
は

駒
ヶ
嶺
を
通
っ
て
柿
ノ
木
平
ま
で
県
道
と
重
っ
て
い
る
が
、
柿
木
平
の
は
ず
れ
で
、

川
に
迫
っ
て
断
崖
を
な
し
て
い
る
の
で
、
丘
陵
に
登
っ
て
下
藤
に
降
り
て
再
び
県
道
に
重
な
る
。

こ
の
間
の
山
を
通
る
旧
道
の
登
り
口
と
降
り
口
は
現
在
も
農
道
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
中

間
で
一
部
は
っ
き
り
し
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
下
藤
部
落
を
過
ぎ
て
一
紐
ほ
ど
で
、
安
代
町
に
入

安
代
町
に
入
っ
て
一
•
五

k
mほ
ど
は
県
道
と
重
っ
て
い
る
が
、
土
沢
部
落
の
手
前
で
、
県
道
を

は
ず
れ
て
、
山
手
に
か
か
り
、
土
沢
ー
中
佐
井
ー
石
神
の
部
落
の
中
を
通
る
道
が
旧
道
で
あ
る
。

土
沢
の
県
道
よ
り
旧
道
へ
の
入
り
口
が
畑
と
な
っ
て
な
く
な
っ
て
い
る
が
、
殆
ん
ど
残
っ
て
今
日

も
利
用
さ
れ
て
い
る
。
中
佐
井
は
『
邦
内
郷
村
志
』
に
「
中
佐
井
村
巡
検
使
在
二
休
舎
一
。
捨
馬
宗

門
制
札
。
漆
工
者
多
居
住
」
と
あ
る
よ
う
に
こ
の
旧
道
沿
一
帯
の
村
落
は
木
地
挽
漆
工
の
多
い
部

落
で
あ
っ
た
。
現
在
石
神
の
旧
道
沿
い
に
あ
る
民
家
を
「
安
代
町
民
俗
文
化
財
資
料
館
」
と
し
て

石
神
を
す
ぎ
て
坂
を
下
っ
て
再
び
、

旧
道
は
県
道
と
重
な
っ
て
立
派
に
舗
装
さ
れ
て
い
て
日
影

ま
で
行
く
。
こ
の
間
「
続
岩
」
と
云
っ
て
丘
陵
が
安
比
川
に
迫
っ
て
断
崖
を
作
っ
て
い
る
難
所
が

日
影
か
ら
旧
道
は
北
に
曲
っ
て
、
安
比
川
を
渡
り
下
町
か
ら
五
日
市
館
の
北
側
を
通
っ
て
、
国

道
二
八
二
号
線
に
出
て
南
に
五

o
o
~
ほ
ど
下
る
。
そ
こ
で
五
日
市
小
学
校
校
庭
の
前
を
通
る
道

で
坂
を
上
っ
て
、
曲
田
に
通
ず
る
農
道
が
、

利
用
さ
れ
て
よ
い
道
路
に
な
っ
て
い
る
が
、
有
矢
野
と
曲
田
と
の
中
間
で
は
余
り
利
用
さ
れ
ず
、

廃
道
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、

す
る
が
、
そ
の
少
し
手
前
を
東
北
縦
貫
道
路
が
開
通
す
る
こ
と
に
な
り
、

と
に
な
る
。

旧
道
で
あ
る
。
こ
の
道
も
有
矢
野
部
落
で
は
今
日
も

旧
道
の
あ
と
は
残
っ
て
い
る
。
曲
田
で
鹿
角
街
道
に
合

あ
っ
た
が
、
今
日
崖
を
削
り
と
っ
て
立
派
な
道
に
な
っ
て
い
る
。

関
係
の
資
料
を
多
く
保
管
し
て
い
る
。

る。

安

代

町

丘
陵
が
安
比

旧
道
は
切
断
さ
れ
る
こ

8
 



八
年
(
-
八
二
五
）
の
銘
が
あ
る
。

）
の
道
標
の
西
の
山
の
手
に
朝
日
観
音
が
あ
り
、

『
邦
内
郷
村
志
』
に
精
し
い
記
述
が
あ
る
。

ひ
が
し

1.

、

左
ノ

ぷ
ゃ
う
ぱ
う
し

川
つ
ら
し
み
づ

_

o

 

こ
し

ー、
1
ノ

や
さ
加
ご
へ
た
る
さ
わ
み
ち

か
み
と
ま
い

(I・. 部）

(-~ 口

⑤
 

七
）
三
界
万
霊
塔
の
古
碑
を
は
じ
め
、
石
地
蔵
も
あ
る
。

④
 

③
 

②
 

第
三
章

『
北
奥
路
程
記
』
に
「
福
岡
町
五
日
町
よ
り
西
方
え
行
道
あ
り
、
こ
こ
は
浄
法
寺
街
道
に
て
」

渡
舟
場
道
と
橋
脚
跡

八
幡
社
と
庚
申
塔

小
祠
の
八
幡
社
の
前
に
寛
政
十
二
年
(
-
八

0
0
)
の
庚
申
塔
が
あ
る
。

長
福
寺
と
古
碑
群

長
福
寺
は
鷲
峯
山
。
曹
洞
宗
。
延
宝
元
年
（
一
六
七
―
―
―
)

大
村
の
道
標
と
朝
日
観
音

と
あ
る
。

①
奥
州
道
中
と
浄
法
寺
街
道
と
の
分
岐
点

戸

市

文
化
財
•
そ
の
他

の
開
甚
と
伝
え
ら
れ
る
。
山
門
の
両

側
に
古
碑
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。
享
保
五
年
(
-
七
二

0
)
念
仏
供
養
塔
、
宝
暦
七
年
（
一
七
五

道
標
は
二
つ
に
割
れ
て
い
る
が
、
合
せ
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

藩
政
時
代
糠
部
三
十
―
―
一
番
札
所
と
し
て
、
多
く
の
巡
礼
者
が
訪
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

⑥
石
切
所
の
道
標
と
石
地
蔵

石
地
蔵
は
明
治
二
年
の
も
の
で
あ
る
が
安
産
の
仏
様
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
る
。
道
標
は
文
政

⑬ ⑫

円

通

庵

⑪ ⑩ 七
五
―
―
-
)

長
流
山
。
曹
洞
宗
。
寺
域
に
明
和
九
年
（
一
七
七
―
-
）
の
南
無
阿
弥
陀
仏
供
養
、
宝
暦
三
年
（
一

の
寒
念
仏
供
養
塔
、
寛
政
十
二
年
(
-
八

0
0
)
の
庚
申

⑨
 

⑧
 

⑦
 

(1) 

左

浄

法

寺

布

山

み

ち

た
も
の
で
、
二
つ
は
ほ
ぼ
同
じ
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

石
淵
の
道
標

三
0
m
ほ
ど
は
な
れ
て
二
つ
の
道
標
が
立
っ
て
い
る
。
手
前
の
記
年
銘
の
あ
る
も
の
は
移
さ
れ

本
尊
如
意
輪
観
音
は
三
戸
市
指
定
文
化
財
で
あ
る
。

左,, 

福
岡
道

南
無
阿
弥
陀
佛

大
渕
明
神
の
名
水

岩
く
ぐ
り

鳳
林
寺
と
古
碑
群

上
野
平
の
道
標

左
ノ‘

ー、
イ
ノ

右
ハ

大
簗
逍

元
文
五
年
（
一
七
四

0
)

廿
三
夜
な
ど
の
石
碑
あ
り
。

の
西
国
三
十
三
ヶ
所
供
養
塔
な
ど
あ
り
。

山
み
ち

浄
法
寺

杜
泉
寺

，
 



明
治
時
代
で
あ
る
が
ニ
セ
銭
作
り
が
捕
え
ら
れ
た
が
、
こ
の
崖
か
ら
飛
降
り
自
殺
し
た
と
こ
ろ

と
伝
え
ら
れ
る
。

漆
沢
の
古
碑

寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）

松
岡
の
六
地
蔵

松
岡
館
と
千
本
槻

の
西
国
三
十
三
番
等
参
詣
成
就
供
養
塔
な
ど
の
碑
が
立
っ
て
い

天
台
寺
別
院
月
山
神
社
の
別
当
と
し
て
永
く
栄
え
て
来
た
が
、
現
在
は
な
い
。
そ
こ
に
あ
っ
た

宝
物
は
漆
田
伝
内
氏
が
保
管
し
て
い
る
。
寛
永
十
六
年
（
一
六
一
二
九
）

や
、
元
禄
八
年
の
銘
あ
る
舞
楽
面
な
ど
あ
る
。

年
号
は
な
い
、
大
き
さ
は
光
背
を
含
め
て
、

浄
法
寺
修
理
が
浄
法
寺
館
に
移
る
前
こ
こ
に
居
城
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
城
跡
の
一
隅
に
槻
木

が
あ
り
、
樹
令
四

0
0年
と
い
わ
れ
て
い
る
。

『
邦
内
郷
村
志
』
に
、
桂
清
水
観
音
堂
の
項
に
「
別
当
桂
寿
院
。
八
葉
山
天
台
寺
。
…
（
中
略
）
…

山
中
松
杉
老
樹
路
半
而
縦
横
四
五
十
間
。
贖
原
拝
神
霊
者
、
於
レ
是
下
馬
洗
手
（
含
嗽
）
。

清
浄
而
後
入
＝
山
中
一
。
行
路
硲
谷
。
末
社
数
十
宇
。
号
＝
衆
徒
＿
、
有
一
＿
給
地
l

••• 

（
中
略
）
…

祭
会
季
夏
自
1

一
十
一
日
上
＇
六
日
。
近
国
隣
郷
参
詣
来
集
。
商
買
為
レ
市
、
泊
衣
器
財
雑
具
衆
多

⑥

天

台

寺

⑤
 

④
 

③
月
山
別
当
三
光
院
跡

②
 る。

①
盗
人
こ
ろ
が
し
の
崖

浄

法

寺

町 (2) 

-

▲

 ー
ー
／

t
じ
Ij

水

L
↑
:ì
 

布

山

み

ち

の
銘
の
あ
る
太
鼓
の
胴

五
五

c
m
l
五
八

cm
台
座
の
上
に
立
っ
て
い
る
。

風
化
し
て
は
っ
ぎ
り
し
な
い

清
水
の
二
字

年
代
不
詳

⑱ 
高
さ
六
五

cmo

墓
地
の
中
に
一
基
、
古
い
宝
筐
院
塔
が
あ
る
。

⑫ 

宝
被
院
塔

⑪

滝

見

橋

吉
祥
山
。
曹
洞
宗
゜

『
邦
内
郷
村
志
』
に
「
開
山
祖
華
応
圃
和
尚
。
遷
化
元
亀
三
年
庚
午
冬

十
月
十
六
日
、
慶
長
十
九
年
甲
寅
冬
十
月
利
直
公
賜
寺
領
一
二
十
石
」
と
あ
る
。
寺
域
に
明
和
六

年
（
一
七
六
九
）

駒
ヶ
峰
館
跡

の
「
青
面
金
剛
庚
中
塔
」
が
あ
る
。

滝
の
橋
と
云
わ
れ
て
い
た
が
、
元
文
四
年
、
利
視
公
封
内
巡
行
の
際
、
滝
見
橋
と
名
付
た
と

云
わ
れ
る
（
『
邦
内
郷
村
志
』
に
よ
る
）
。
現
在
橋
の
上
流
に
人
造
の
滝
を
作
っ
て
あ
る
。

⑩

福

蔵

寺

八
幡
館
と
大
館
と
の
問
の
旧
道
か
ら
、
大
館
に
登
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。

⑨
 突

。
詣
手
是
地
屠
多
求
レ
之
。
最
多
家
器
。
俗
云
＝
是
浄
法
寺
家
器
―
乎
突
（
下
略
）

国
指
定
文
化
財
で
あ
る
木
造
聖
観
音
立
像
、
木
造
十
一
面
観
音
立
像
を
は
じ
め
、
県
指
定
の
仏

像
五
鉢
、
銅
鰐
口
、
観
音
く
じ
及
筒
、
鉄
製
賽
銭
鉢
、
本
堂
内
部
の
観
音
堂
及
厨
子
な
ど
あ

神
亀
五
年
、
行
基
の
開
基
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
疑
問
で
あ
る
。
平
安
時
代
の
初
の
頃
の
創
建
と

考
え
て
い
る
。
近
年
は
平
安
時
代
中
頃
創
建
説
を
唱
え
る
人
も
多
い
が
、
精
細
は
略
す
る
。

浄
法
寺
町
歴
史
民
俗
資
料
館

天
台
寺
の
あ
る
麓
に
清
水
が
湧
き
出
て
い
る
。
そ
の
近
く
に
歴
史
民
俗
博
物
館
が
あ
る
。

浄
法
寺
館
と
神
明
社

神
明
社
は
浄
法
寺
館
（
八
幡
館
）
の
登
り
口
に
あ
る
。
浄
法
寺
氏
が
栄
え
て
い
た
頃
、
守
護
神
と

し
て
建
立
さ
れ
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
る
。

浄
法
寺
館
は
町
の
中
心
部
に
位
置
し
、
中
世
浄
法
寺
氏
の
居
城
で
あ
っ
た
。
南
か
ら
八
幡

館
、
大
館
、
新
城
館
の
三
つ
の
館
か
ら
な
っ
て
い
る
が
、
主
城
は
八
幡
館
で
あ
る
。

七
波
稲
荷
神
社

⑧
 

⑦
 天

台
寺
の
南
側
の
丘
に
経
塚
「
土
不
踏
の
丘
」
が
あ
る
。

る。
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昨
年
度
の

，
鹿
角
街
道
に
精
し
い
の
で
行
略
す
る
。

ー
目
f
 

町

安
代
町
民
俗
文
化
財
資
料
館

陳
列
さ
れ
て
い
る
。

'"I! 

二戸市

浄
法
寺
氏
の
家

1
駒
ヶ
嶺
氏
の
居
城
。
上
館
と
下
館
の

二
つ
の
丘
に
な
っ
て
い
る
。

ぃ
船
地
に
風
変
り
な
五
輪
塔
が
あ
る
。
そ
の
由
緒
の
伝
え
は
明
ら
か
で
な
い
。

昨
（
五
十
四
）
年
股
鹿
角
街
道
の
調
査
の
中
に
報
告
さ
れ
て
い
る
も
の
を
列
記
す
る
と

f
i
H
市
逍
跡

有
矢
野
遺
跡

曲
田
庚
申
広
"

浄
法
寺
町
歴
史
民
俗
資
料
館

に
加
え
て
、
土
器
、

浄
法
寺
町
御
山
久
保

鉄
筋
コ
ソ
ク
リ

ー
ト
乎
家
姥

昭
和
万
卜
四
年
三
月
に
完
成
、
昭
和
五
十
五
年
五
月
五
日
に
開
館
し
た
ば
か

り
で
あ
る
。
浄
法
寺
漆
、
浄
法
年
椀
の
関
係
衣
料
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

石
器
や
民
具
類
、
山
内
銭
座
で
使
用
し
た
諸
道
具

一
式
も

ー冒
E
 ill 

＿ヽ
-

ヽ

5

●

丸

{

、さ
•‘ 
芯

~
ム
‘

~
~
、
·

＆； 

?
4
 

ぷヽ

‘̀ 
ti1↓ 

.
,
t
[
 

B
ゞ
ェ
：

~

国
道
4
号
線
の
東
側
裏
の
旧
道

~ 

安比川の渡船場東岸より西岸を見る

第
四
邸
公
開
施
設

⑧

安
代
町
民
俗
文
化
財
府
料
館

⑦
 

(.§) ⑤
 

④

五
日
市
館

③
 
石
上
八
幡
神
社

②

石
神
の
大
用

①
 
八
面
荒
神

安

代

町

')4 

大
柑
水
の
五
輪
塔

~ 
,~• -・-a
 

!!Ii眉

(1'.IJ 

二戸市 国道4号線を横切って渡舟道への入口
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二
戸
市

長
福
寺
前
の
石
碑
群

石
切
所
の
道
標

二
戸
市

大

ool明
神
の
名
水

二戸市 岩くぐりのあった附近

＇ 
II 

二戸市 似鳥の鳳林寺 二戸市

・・ヤ... • ヽ ttr } 
ふ.,.ぷ•.-• .,.""'. ベ,,. ' -,. ,, ヽ

; . ~ . 
· 1・½r • ふ ・ .#  ..  ~ 

,.. 朽..~~~ 
裟 . •• ・~--·..
, fヽ ・事， ·•· ク

息}亭:'ふ
-. ゃ....~-

,
 

二
戸
市

‘ 
咤，, , 

安
比
川
沿
い
の
旧
道

~ 
二戸市 似鳥橋附近で安比川沿いに行〈 1日道

.、,;.-
II 

12 



霰 璽
二戸市 上野平の道標を上った附近の1日道 二戸市 安比上野より上野平への旧道

二戸市 上野平の道標のある分岐点

二戸市 上野平の道標

闘
霞

慶謳
~ 

二戸市 円通寺の裏の丘陵に残る旧道（左側の小道）

区

二戸市 石渕の安永4年の道標のある附近の1日道

二戸市 沢口附近の旧道

13 



!iii:,, 二
戸
市

二
戸
市
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鼻

C
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ふ
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‘
i
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一

しシ
”
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分
岐
点
に
あ
る
道
標

石
渕
の
安
水`
4
年
の
道
標
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浄法寺町 八羅子の村境い旧道は雑木に覆われている

!Iii 

．贔
、
J

＇ 国i 町

誓

冒 .al更
浄法寺町 八羅子の盗人ころがしの崖

厚

‘
 

＊

「

．
 
＇ 

．．
 

1
 ヽ，
 

`• 9
v
 

．
 •‘. 
．
 

.9‘ 
‘
•
、2
.• 

・` 
.
9
 

．．
 

.

f

t

r
を

．

，
 

．．
 

.

.

 

―
▼
 .

.

.

.

 

.
 

”
 .. 

さ
，

•
•
•
t
.

忍
屈

.
fi

{

―
 

・タぷ
S
s
.a

、・・'-.
二戸市 石00]の道標のある分岐点

、` .. ......... 

＇ 

浄法寺町 盗人ころがしの丘から見た旧道

（村境の方にのびている）

14 



E
5-

[
 9

r
↑
 

叡
・こ

9
.

□

it
`
¢
 

{．
嗜
舟

．．
 

c
 ）・ヘ

、
4
ふ
ヽ

．
＇

,．3
t
(‘ 

}
 

~
疇

C

ぞ
氾

ベ^‘”
 ‘[J

X

苓
r
↑f

．．
 、．

鴫．`
 

―ヽ

~ 

一

_ヽ .. ・- ii'] 

; "-~- - ＇ ” 浄法寺町 松岡の六地蔵 浄法寺町 渋沢のはづれから宮沢への旧道の入口

浄法寺町 町山の天台寺本堂

浄法寺町 下前田の旧道あと（住宅の間の道）

~~9,)、·:~臼r-,.~-

戸±$、,.• I 

浄法寺町 六地蔵附近の旧道

細
A
 

乍• <'饂?・,
鑽 -.,

11!:l 

→ こうE、~:一

＾＇ 

~. 
， •一、合；

浄法寺町 御山の天台寺麓の桂清水

ヽ

• 
一
.. 

l!!!:a 

.. 

斤

’
 
，
 

浄法寺町 下前田の旧道あと県道は曲っているが

真直 ぐ道がついていた
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浄法寺町寺の上

. - -、......--・・--. • 石

｀ 

-,..._., 誓~ヽ I
． 

浄法寺町

浄
法
寺
町

袖
野
の
五
輪
塔

駒ケ嶺館跡

― ｀ 
.• 

• 噸 ． 

． 念・'笞ヽ.,. . 
_.;,•. . •. .I 

~ ·...,::_~. ;~~, 色、
, ‘ ．ヽ・ '』' .~ 年

-、~ ・; 飢..,.,...... ．． ·.•• -噸”... • "··-~·-,•. 布ー .. ,;:・.、..; リ＊‘；、・.r-

｀ 
.'.'. . . • ・' •• ・ • • • 沙~ • ・・：翌：

.' ‘ • -・:11; •,· 
~ . . . .-.. 

｀ 工

櫂項晨寺

』
；射去寺町 下藤の山手から下りて来た附近の旧道

（左手の細い道）

浄法寺町 八幡館跡の神明社

浄法寺町 滝見橋

直墨置

浄法寺町

浄法寺町

., 
＇ i 

眉

、
一

し

．
i

』

.,`
 ク，`

・

?4
5
3
 

• も
し「

.
/
 

鼠
一〗r

“̀t
.if 

ヽ長
マ『

冒＝-
荒屋の宝襲院塔

~ 六 ゃ汎 llffl』

柿木平より山手に入る 1日道
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E
 

ぶ’

上
- ”

 

~ 

~.f 
・,;. ... - ..: 塩..:.._._.,;_ 

i
 

日

安代町 県道より土沢部落への旧道のあった附近

（この部分だけ畑になっている）

藝

‘ • P さこ..、-T. .-、:こ:~
~/'1L 

安代町

石神部落附近の旧道

五日市館北側の1日道

安代町 国道より有矢野小学校前の旧道の登りロ

安
代
町
有
矢
野

農
道
と
し
て
残
る
旧
道

17 

安代町土沢

安代町

こ一-
安代町五日市

安代町

ロ

謳 ""'

旧道より国道への出口附近

石神部落の旧道より県道への下り道

-:. 
有矢野の村道より旧道の農道への分れ道



賓？ u 
ヽニ

雀

安代町曲田 鹿角街道と合流する附近

（広い道路が現鹿角街道）

lillll 

安代町

~7四9
Ll.lUlffll1II 

曲田の1日道

（藪となって通る人もない廃道）

----- ~ 
浄法寺町御山

浄法町歴史民俗資料館

,-_ 

r- -— 
.ヽ.

、1
↑U
 

資料館内部 資料館内部

二
戸
市

大
村
の
道
標

（上部） （下部）

18 



通

布

堀

野

村

被
下
済
御
別
の
し
計
相
下
ル

二
左
平
村
う
し
ミ
坂
タ
ン
坂
左
三
戸
面

右
は
り
ま
沢
川
境
有
、
鳥
屋
部
長
沼

観
音
咋
有

右
名
久
井
嶺

尤
帯
カ
ニ
而
差
上
ル

百
五
文

六
十
七
文

一
観
音
林

八
戸
街
道
は
、
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
八
戸
藩
二
万
石
が
盛
岡
藩
か
ら
分
藩
す
る
こ
と
に
な

っ
て
、

八
戸
藩
主
が
参
勤
交
代
で
上
下
す
る
の
で
、
重
要
な
街
道
と
な
っ
た
。
そ
し
て
八
戸
藩
の

徒
目
付
と
し
て
、
参
勤
交
代
の
際
、
諸
事
仰
付
っ
て
用
人
と
し
て
の
仕
事
を
し
た
小
笠
原
氏
並
び

に
、
同
じ
よ
う
な
役
目
を
仰
付
っ
た
遠
山
氏
の
両
氏
の
道
中
記
や
、
参
勤
交
代
に
当
っ
て
「
御
用

人
勤
方
」
を
書
い
た
記
録
の
精
細
な
も
の
が
八
戸
市
立
図
書
館
に
保
管
さ
れ
て
い
て
、
参
勤
交
代

そ
の
八
戸
街
道
は
、

八
戸
の
方
か
ら
書
い
た
嘉
永
一
一
年
の
記
録
に
よ
る
と

二
里
廿
九
丁

苅

志

き

山

中

野

村

大

森

村

市

沢

入

口

右
軽
米
村
有

左
二
山
内
獄
見
ュ

観

音

林

百
八
文

六
十
九
文

―
市
ノ
沢

一里

所
や
宿
所
で
の
精
細
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。

泥
障
作
左
二
嶋
守
村
山
見
。

一
ノ
坂

1

1

ッ
屋
沢
里
山
見
る
大
峠
天
狗
沢

百
廿
―
―
一
文
八
十
五
文

一
八
戸

一
里
半

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
が
、

一
部
に
旧
道
の
ま
ま
の
と
こ
ろ
も
残
っ
て
い
る
。
中
で
も
猿
越

に
当
っ
て
の
状
況
を
知
る
上
に
非
常
に
参
考
に
な
っ
た
。

第
一
此
り
f

ま
え
が
き

八

戸

街

道

で
で
、
市
町
村
で
云
う
と
、
二
戸
市
と
軽
米
町
に
属
す
る
分
だ
け
で
あ
る
。

二
戸
市
は
田
中
庄
一
委
員
が
、
軽
米
町
は
永
井
勝
栄
委
員
が
現
地
調
査
し
た
の
に
基
づ
い
て
、

九
月
六
日
に
筆
者
も
現
地
を
調
査
し
た
。
し
か
し
猿
越
峠
は
夏
分
で
通
行
が
困
難
で
あ
っ
た
の

で
、
十
月
三
十
一
日
補
足
調
査
を
行
っ
て
調
査
を
完
了
し
た
。
八
戸
市
立
図
書
館
の
資
料
は
一
昨

年
調
査
し
た
も
あ
を
利
用
し
た
。

現
在
、
福
岡
か
ら
観
音
林
へ
の
県
道
は
、

旧
道
を
改
修
利
用
し
て
い
る
の
は
観
音
林
の
一
部
だ

け
で
、
全
く
新
し
い
路
線
が
通
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

旧
道
も
最
近
は
林
道
と
し
て
改
修
舗
装

道
は
現
在
土
地
の
人
も
殆
ん
ど
通
行
す
る
こ
と
も
な
く
廃
道
の
状
態
で
旧
道
が
残
っ
て
い
る
。

次
に
街
道
の
現
状
に
つ
い
て
述
べ
る
が
、
こ
こ
に
小
笠
原
文
書
の
「
御
登
御
道
中
御
用
人
勤

方
」
の
う
ち
か
ら
観
音
林
の
と
こ
ろ
を
引
用
し
て
お
く
。
同
じ
よ
う
に
、
宿
駅
に
お
け
る
休
み
場

一
御
着
座
之
節
御
座
間
御
障
子
際
江
御
出
迎
致
候
事
但
帯
力

一
御
着
座
当
役
両
人
相
揃
御
機
嫌
相
伺
候
事

一
当
所
詰
御
役
人
当
役
侍
座
無
之
御
炭
斗
差
上
候
儀
伺
之
上
物
差
上
候
事

一
詰
御
役
人
江
御
逢
之
俵
相
伺
被
遊
御
逢
御
家
老
奏
者

但
無
刀
且
御
家
老
御
供
無
之
節
当
役
帯
刀
奏
者
尤
別
御
炭
斗
者
別
二
為
差
上
大
艇
斗
卜
並
置

と
あ
る
の
が
八
戸
街
道
で
、

J

の
う
ち
岩
手
県
分
は
福
岡
か
ら
、
観
音
林
と
市
ノ
沢
の
中
間
ま

（
下
略
）

一
福
岡

壱
里
廿
―
―
一
丁

（
小
笠
原
文
書
）
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あ
る
。

で、

一
里
塚
が
段
の
上
に
の
っ
て
い
る
よ
う
な
形
を
し
て
い
る
。

一
休
み
し

軽

米

町

ん
畢
而
御
睡
草
盆
御
茶
御
膳
差
上

ー
当
所
観
音
ぶ
御
参
詣
相
伺
候
上
御
直
参
被
遊
候
ハ
、
向
二
被
申
達
御
目
付
御
先
之
当
役
御
供

（
「
御
登
御
道
中
御
用
人
勤
方
」
）

第
二
が
早

て
い
る
が
、

御
代
参
御
刀
番
江
申
達
旅
装
束
儘
ニ
テ
相
勤
御
初
穂
一
＿
一
拾
弐
銅

街
道
の
現
況

御
聴
御
挨
拶
申
達
之
。

堀
野
部
落
の
北
は
ず
れ
で
、
奥
州
道
中
と
八
戸
街
道
と
の
分
れ
が
あ
り
、
そ
こ
に
道
標
が
立
っ

て
い
た
が
、
現
在
そ
の
分
岐
点
の
ほ
ぼ
中
央
を
国
道
四
号
線
が
北
上
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
道
標

は
国
道
か
ら
八
戸
街
道
へ
の
入
り
11
の
左
手
に
立
て
ら
れ
て
い
る
。
八
戸
街
道
は
国
道
四
号
線
か

ら
東
に
曲
っ
て
、
仁
左
平
の
方
向
に
向
っ
て
東
北
方
に
進
む
。
入
り
口
附
近
は
旧
道
の
感
じ
を
残

し
て
い
る
が
住
宅
地
を
抜
け
て
、
山
裾
を
進
む
と
こ
ろ
は
最
近
道
路
の
改
修
が
行
な
わ
れ
て
立
派

な
舗
装
道
路
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
途
中
に
一
里
塚
が
あ
る
。
東
側
の
一
基
は
完
全
な
形
で
残
っ

西
側
の
も
の
は
完
全
に
破
壊
さ
れ
て
あ
と
か
た
も
な
い
。
東
側
の
一
里
塚
は
周
り
約

m

、
古
阿
さ
：
•
四
m

で
あ
る
。
現
在
の
道
路
は
、

と
、
党
政
ト
ニ
年
の
庚
申
、

旧
道
よ
り
少
し
掘
り
下
げ
ら
れ
て
い
る
の

旧
道
は
更
に
北
上
し
て
、
仁
左
平
の
丘
陵
に
ぶ
っ
か
っ
て
、
右
に
丘
陵
の
谷
間
の
道
を
進
む

．． 

十
―
―
一
夜
塔
が
路
傍
に
立
っ
て
い
る
。
旧
道
は
そ
こ
か
ら
丘
陵
に
登

っ
て
行
っ
た
が
、
現
在
は
下
の
方
を
丘
陵
の
斜
面
を
削
っ
て
、
自
動
車
の
通
行
の
便
利
の
よ
う
に

つ
く
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
旧
道
部
分
の
下
が
削
り
坂
ら
れ
た
の
で
な
く
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も

111
迫
は
矢
沢
か
ら
左
久
保
、
及
間
木
へ
の
道
路
と
交
叉
す
る
と
こ
ろ
に
、

石
の
地
蔵
と
念
仏
供

養
塔
が
立
っ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
旧
道
は
真
直
ぐ
、
東
の
方
に
坂
を
下
る
人
馬
の
歩
行
し
か
出
来

な
い
悪
路
を
通
っ
て
、

形
に
な
っ
て
、

ま
た
坂
を
上
っ
て
丘
陵
の
台
地
に
出
る
。
久
保
の
古
碑
群
の
あ
る
と
こ
ろ

ま
で
、
現
在
農
道
と
し
て
残
っ
て
い
る
旧
道
を
行
く
が
、
古
碑
群
の
北
で
、

二
戸
市
の
ゴ
ミ
焼
却
場
に
行
く
少
し
手
前
で
、

旧
道
は
一
旦
切
れ
た

10~ 

ほ
ど
下
の
大
き
く
改
修
さ
れ
て
い
る
道
を
た
ど
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て

旧
道
は
丘
陵
に
入
っ
て
猿
越
峠
へ
の
道
を
と
る
。

こ
の
山
道
は
現
在
も
農
道
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
て
、
大
半
残
っ
て
い
る
が
、
本
新
田
の
一
里
塚

一
里
塚
は
約
五

m
は
な
れ
て
一
一
基
並
ん
で
お
り
、
左
側
の
一
基
は
周
り
約
一

0
m
、
高
さ
約
三

m

で
ほ
ぽ
完
全
に
残
っ
て
い
る
が
、
右
側
の
一
基
は
上
が
削
ら
れ
て
高
さ
約
七

Ocm
で
、
周
り
は
約

猿
越
峠
へ
の
旧
道
は
現
在
通
る
人
も
な
く
、
道
筋
に
笹
が
生
い
茂
っ
て
、
夏
分
に
は
到
底
通
行

出
来
る
状
態
で
な
い
が
、
秋
に
な
っ
て
、
落
葉
の
時
節
に
は
道
が
つ
い
て
い
る
の
で
何
ん
と
か
通

行
可
能
で
あ
る
。
猿
越
峠
頂
上
の
五

0
m
ほ
ど
手
前
に
、
駕
籠
置
場
と
い
わ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ

り
、
現
在
は
笹
や
灌
木
が
茂
っ
て
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
苅
り
は
ら
え
ば
五

0
2
m位
の
広
さ
と
思

わ
れ
る
、
見
晴
し
の
良
い
場
所
が
あ
る
。
峠
を
越
え
る
と
軽
米
町
で
あ
る
。

わ
れ
て
い
る
。
峠
を
下
り
る
と
、

猿
越
峠
の
道
は
軽
米
町
分
も
同
様
で
、
道
筋
は
残
っ
て
い
る
が
、
現
在
通
る
人
も
な
く
笹
に
覆

旧
道
は
現
在
の
県
道
と
重
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
手
前
一

0
0

m
ほ
ど
の
と
こ
ろ
駕
籠
置
場
が
あ
り
、
峠
越
を
し
て
小
休
止
し
た
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
ま
た
峠
越

え
の
準
備
も
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
は
八
戸
領
で
あ
る
か
ら
、
自
領
に
帰
っ
て
、

こ
り
、
t
 

ま
た
他
領
に
出
る
準
備
を
し
た
こ
と
で
も
あ
ろ
う
。

県
道
と
な
っ
て
い
る
八
戸
街
道
を
行
く
と
、
観
音
林
部
落
の
手
前
に
一
里
塚
が
あ
る
。
一
里
塚
の

と
こ
ろ
だ
け
旧
道
が
屈
曲
し
て
旧
道
が
残
っ
て
い
る
。
即
ち
直
進
す
る
県
道
か
ら
左
に
半
円
形
に

孤
を
描
い
た
旧
道
が
あ
り
、
再
び
県
道
に
出
る
。
そ
の
左
手
の
林
の
中
に
径
五

m
、
高
さ
三

m
ほ

ど
の
塚
が
あ
り
、
半
円
を
描
い
た
と
こ
ろ
に
大
き
な
松
が
生
て
お
り
、
そ
の
部
分
が
塚
に
な
っ
て

い
る
よ
う
に
見
え
た
が
、
苅
り
振
っ
て
見
な
い
と
は
っ
き
り
し
な
い
。
そ
の
松
の
下
に
四
基
の
五

――

-
m
ほ
ど
あ
る
。
市
で
指
定
し
て
保
存
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
小
笠
原
文
喜
）

ー
福
岡
呑
芥
稲
荷
江
御
参
詣
（
下
略
）

の
と
こ
ろ
だ
け
、
畑
耕
作
の
た
め
、
道
路
が
山
際
に
つ
け
代
え
ら
れ
て
、

一
部
消
滅
し
て
い
る
。

御
直
参
無
之
候
得
者

ー
非
常
之
当
役
御
先
二
市
戸
二
出
立

一
ー
叩
御
役
人
井
御
供
御
徒
目
付
御
機
嫌
相
伺
達

ん
御
請
申
出
達
御
聴

20 



第
三
章

①
八
戸
街
道
の
起
点
の
道
標

戸

市

そ
の
街
道
を
行
く
と
、
右
側
に
一
里
塚
が
半
分
以
上
削
り
取
ら
れ
て
あ
る
。
左
側
の
も
の
は
完

全
に
破
壊
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
道
巾
が
拡
げ
ら
れ
た
上
に
、
道
も
平
坦
に
す
る
た
め
に
四
m
ほ

ど
掘
り
下
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
破
壊
を
著
し
く
し
て
い
る
。
残
っ
て
い
る
塚
は
高
さ
一

m
、

径
一
―
-
m
ほ
ど
の
三
ヶ
月
形
に
残
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
附
近
か
ら
県
境
ま
で
は
単
調
な
舗

装
道
路
で
特
記
す
る
こ
と
も
な
い
。
た
だ
青
森
県
側
は
未
だ
舗
装
さ
れ
て
い
な
い
。

装
さ
れ
て
い
る
。

八

^
l
 

ー
ムーー

i-
ゾ・、

J i-
、̀＇’‘

文
化
財
•
そ
の
他

⑦
 れ

る
。 糠

部
一
二
十
三
観
音
の
う
ち
一
二
十
一
番
札
所
と
し
て
、
現
在
も
巡
礼
者
が
多

古
屋
敷
の
千
本
桂

主
幹
は
枯
死
し
て
い
る
が
、
根
元
か
ら
新
し
い
幹
が
約
二
十
本
出
て
、
根

元
の
径
が
五
、
六
五

m
で
、
樹
高
ニ
ニ

m
あ
る
、
樹
令
約
五
百
年
と
推
定
さ

晴
山
の
一
里
塚

⑥
 い

。
観
音
林
の
地
名
は
こ
れ
よ
り
出
て
い
る
。

⑤

観

音

堂

④
 
観
音
林
の
御
仮
屋

寛
保
二
年
（
一
七
四
―
-
）
に
創
建
と
伝
え
ら
れ
る
。

④

稲

荷

神

社

③
 
観
音
林
の
一
里
塚
と
五
輪
塔

②

駕

籠

置

場

れ
て
―

1
0
0
m
ほ
ど
が
新
し
く
つ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
大
半
は
旧
道
が
改
修
さ
れ
道
巾
も
広
く
舗

①

猿

越

峠
軽

米

町

⑦
 

で
泊
っ
て
、
こ
こ
で
昼
食
を
し
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
際
の
し
き
た
り
は
ま
え
が
き
に
述
べ
た
。

こ
の
御
仮
屋
の
近
く
に
観
音
堂
が
あ
り
そ
れ
に
参
詣
す
る
の
が
例
で
あ
っ
た
。

観
音
林
の
部
落
を
過
ぎ
て
高
清
水
の
部
落
と
こ
ろ
で
、
旧
道
は
県
道
か
ら
そ
れ
て
左
側
に
入

り
、
観
音
林
小
学
校
の
裏
を
通
っ
て
市
野
沢
へ
の
道
路
に
出
る
。
こ
の
間
一
、
五
km
ほ
ど
の
間
は
農

道
と
な
っ
て
残
っ
て
い
る
道
で
、
途
中
に
上
り
下
り
の
あ
る
道
で
あ
る
。
現
在
市
野
沢
へ
の
道
路

は
高
清
水
部
落
の
は
ず
れ
で
分
れ
て
舗
装
さ
れ
た
道
路
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
道
は
県
道
と
分

⑥
 

尊
は
部
落
で
は
大
切
に
さ
れ
て
い
る
。

し
、
八
戸
を
出
発
し
て
、
こ
こ
で
昼
食
を
し
、

一
戸
で
宿
泊
し
た
よ
う
で
、
帰
り
は
一
戸
か
福
岡

近
か
ら
観
音
林
の
部
落
と
な
る
。
部
落
中
程
の
右
手
に
御
仮
屋
跡
が
あ
る
。
八
戸
藩
主
は
小
休
止

⑤
 

再
び
県
道
と
な
っ
て
舗
装
さ
れ
て
い
る
街
道
を
行
く
と
、
右
手
に
稲
荷
神
社
が
あ
り
、
そ
の
附

④
 

見
ら
れ
る
。

③
 

輪
塔
が
あ
る
。
五
輪
塔
と
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
完
全
に
揃
っ
た
も
の
は
な
く
、
宝
籐
院
塔
と
も

仁
左
乎
の
一
里
塚

寛
政
十
二
年
の
庚
申
、
二
十
三
夜
塔

供
養
碑
と
石
地
蔵

念
仏
供
養
碑
に
は
文
政
六
年
(
-
八
ニ
―
―
-
)
の
記
年
銘
あ
り
、
地
蔵
尊
に
は
銘
な
し
。
地
蔵

久
保
の
古
碑
群

文
化
八
年
か
ら
明
治
三
年
ま
で
の
石
碑
が
八
基
ま
と
め
ら
れ
て
立
っ
て
い
る
。

本
新
田
の
一
里
塚

②
天
保
六
年
の
山
神
の
石
碑
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八戸街道 2図 奥州道中より八戸への分れ
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二
戸
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入
口
に
あ
る
道
標
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如一

二戸市

d' 

~ 覇
堀野の八戸街道入口附近

a,.;; 

-＿ 

-・-9 E
r
 

i..:l 

二戸市 大畑の一里塚 二戸市堀野

二戸市仁左平

# ． 
中田の石の地蔵

大畑の一里塚附近

二戸市仁左平

厨一
横手の旧道 （左手の登る道）

二戸市仁左平 中田の旧道 二戸市仁左平 中田よりの下り道の入口
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. . . 
二戸市仁左平久保への農道 二戸市 仁左平の部落を通る旧道

＂ 二戸市 久保の石碑群のところで1日道を切断している断屋

二戸市仁左平 本新田の一里塚への農道として残る旧道

二戸市仁左平篠倉 猿越峠への1日道(I)

二戸市 久保の石碑群附近の旧ii

二戸市仁左平 本新田への旧道（左手に曲る道）

二戸市仁左平 本新田の一里塚（東より撮影）
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｀ 軽米町観音林 猿越峠の軽米町分の旧道

軽米町 観音林の一里塚

ヽ

~ 
]
--r",`1

 

軽米町 観音林の家並

匿饗

E
 

厄,....,._, 

二戸市仁左平篠倉 猿越峠の1日道(2)

軽米町 駕籍置場附近の1日道

一閾
I'll'! 

・-
軽米町稲荷神社
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